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ド　後戻 り，骨格性 反 対咬合，咬合平面，後戻 り時期

　 骨 格 性 反 対 咬合 （男 子 22 名，女子 13 名，合計 35 名 ）

症 例 の 後 戻 り は，どの 時期 に，どの 様 な 変 化 を生 ず る の

か を 検 討 す る た め に 初 診 時，動 的治 療終 了 時，保 定 ／ 年

後，保 定 3 年 後，保定 5 年後の 各時期 に 撮影 し た 側位 頭

部 X 線 規 格 写 真 を用 い て 評 価 し た．

　 1．骨 格 系 で は，SNP ，　Mand ．　plane に 変 化 が あ り，

下 顎 骨 の 前 上 方 へ の 変 化 に よ る 後 戻 り現 象 が 認 め ら れ

た ．歯 系 で は Ul −FII，　Ul　 SN ，1．1．　A ，　Ll　 Mand ．　plane ，
Overjetに 変 化 が あ り，下 顎 前歯 の 唇 側 傾 斜，　Overjetの

減 少 の 後 戻 り現 象 が 認 め ら れ た．

　 2 ．咬 合 平 面 は保 定 1 年 　保 定 3年 の 期 間で ．口 蓋 平

面 咬合 平 面 に お い て 変化 が 認 め ら れ た ．し か し，SN
一

咬 合平 面，下 顎 下縁一咬 合平 面 角 に 対 し て は 安定 し て

い た ．

　 以 ヒよ り，骨 格 性 反対 咬 合 の 矯正 治 療 後 の 後 戻 り変 化

は，骨格 系 で は 下 顎 骨 の 前方 移動 お よ び歯系 で は下 顎 前

歯 の 唇側 傾 斜 で あ っ た ．こ の 結果 か ら，骨格 性 反対 咬 合

の 治 療 に 際 し て は，
’
ド顎 骨 の 前 方へ の 成 長 変化 に対 し て

は，chincap 装 置 を 治療 中 お よ び 保定 期 間 に お い て も使

用 が 必 要 で あ る．ま た ，下 顎 骨 の 前方成 長 に対 して ，前

歯が 唇 側傾 斜 お よ び 舌 側傾 斜 に 変化 し て ，下 顎骨 の 位 置

変 化 を防 止 し て い る もの と考 え る の で，動 的 治療 終 了 時

に は 大 き な 量 の overbite の 獲 得 が 必 要 で あ る と思 わ れ

る．また ，咬 合平 面 の 角度 は，本研 究 か ら SN 平面 に対

し て 約 13
°
の 角 度 が 骨 格 性 反 対 咬合 症 例 の 骨 格 形 態 に 適

応 した平 面 角 と考 え る．

　　　　　　　（日矯歯誌 　56 （5）：303 〜312 ，199 ア）

　　　 Astudy 　on 　the 　change 　after

　 　 orthodontic 　treatment 　in　 skeletaI

　 　 class 　III　with 　 reversed 　occlusion

−一一一Changes 　during　5−year　retention 一

In　order 　to　 examine 　when 　relapse 　occurs 　and 　what

change 　 accompanies 　 it　 in　 patients　 with 　 establised

skeletal 　reversed 　occluslon （22　males 　and 　13females）

lateral　 cephalometric 　 radiographs 　 taken 　 at 　 various

times ，　 that　 is，　 at　 first　 examination 　 colnpletion 　 of

dyrlamic　treatment ，　and 　1，3and 　5　years 　after 　reten −

tion　 were 　evaluated 　 and 　the　results 　 were 　 as 　follows ：

　 1 ．Changes 　fr〔｝m 　c〔｝mpleti 〔m 　ofdynamic 　treatment

to　5　yeras 　after 　retention 　In　the　skeletal 　a 　relapse

phenomellon　due　tc｝ antrio
．
superiorly 　deviated　 man ・

dible　was 　observed 　with 　changed 　SNP 　and 　mandibular

plane ．　In　the　dental　system 　a　relapse 　phenomenom 　due

t（， labially　inclined　upPer 　 and 　lower　front　teeth　and

decresed　 overjet 　was （，bserved　with 　chaned 　Ul −FH 　I．

1．A ．，　Ll−mandbular 　plane ，　and 　overjet ．

　 2 ．Changes 　in　the 〔｝cclusal 　plane 　from 　l　to　3　years

after 　retention 　the　observed 　change 　of 　after 　orth ．

odontic 　treatment 　phenQmen ぐme 　with 　decresed　palatal

plane
−
occlusal 　plane 　angle ，However ，　it　was 　stable　f〔，r

SN −
Qcclusal 　plane 　and 　lower　mandlbular 　margin

−
oc ・

clusal 　plane 　angle 　with 　no 　relapse 　phenomenon ．

　 In　sulnlnary 　relapse 　changes 　after 　orthodontic 　treat・

ment 　 in　 patients 　 witb 　 reversed 　 occlusion 　 included

anterior 　 movement 　 of　 the　 mandible 　 in　the 　 skeletal

system 　and 　Iabial　inclination　lower　front 　teeth　in　the

dental　 system ．　Thus 　a　 chin 　 cap 　 apparatus 　is　consid ・

ered 　 necessary 　for　 restQration 　of　anteriorly 　deviated

mandible 　not 　 Dnly 　during　 orthodontic 　treatment 　but

also 　during　the　retentiorl 　period ．

　 Furthermore ，　acquisition 　of 　extended 　overbite 　a ！s（，

seemed 　necessary 　at　completi ぐm 　of 　dyrlamic　treatment

for　 restoration 　 of 　 anterior 　 mandibular 　 movelnent

because　positional　changes 　of　the　 mandible 　 could 　be

prevented 　throughchanges 　of 　labial　and 　inclination　of

upper 　and 　lower　front　teeth 　respectively ．　The 　present
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study 　indicated 　that 　a　plane 　with 　the　〔，cclusal 　plane

angle 〔〕f　about 　13　degrees　to　the　SN 　Plane 　is　suitable

for　the　skcletal 　morphology 　in　patients　with 　skele しal

reversed 　 occlus ．ion．

　　 （J．Jpn，　Orthod．　Soc，56（5）　：303 〜312 ，　199ア）

緒 言

　21 世紀 に 向け て 矯 正 歯科医学，治療 は よ り 確立 し た

学 門体 系 に 再 構築 す る こ とが 急 務 と考 えて い る．

　矯 正 歯科医療 の 治療 シ ス テ ム を 考 え た 場合，不 正 咬

合 に 対 す る診 断 ，治 療 方 針 を計 画 に 際 し て ，特 に 治 療

後 の 咬合 の 安 定性 に つ い て 保定 の 観点 か ら導 き だ す こ

と が 重 要 で あ る．

　現在 の 矯正 診断お よ び 治療 は，種 々 の 形態分析，機

能 分 析等 を行 い ，基 準 値 と比 較 し て 不 正 咬 合 を 把握 し，

ほ とん どの 症 例 に 対 し て 正 常咬合が 獲得可能 な状 況 に

あ る．

　 しか し，動的治療終 了 後 の 保定 に つ い て 評価 して ，
そ の 見 解 を治 療体系 の 中 に 導 入 す る必 要 が あ る と 考 え

る．

　矯正 治 療後 の 後戻 りは，上
一
ド顎 の 位 置 的 変化 ，歯列

の 狭 窄，歯 の 回 転，傾斜，overbite ，　 overjet な どが あ

げ ら れ て い る
1”s）．し か し な が ら，後戻 り の 原 因 は ．多

種 の 要 因 が 複雑 に 絡 み 合う の で ，現在 も究明 に は至 っ

て な い ．

　今後の 後戻 りに 関 す る 研究 は ，矯 正 治 療 に よ り骨格

形態 に 適応 し た 咬合 が 獲得 さ れ た 場合 の 咬合 平 面 の 適

正 角度，叢生 に 対 す る 対策，成 長 に 対 す る顎 外固定装

置の 使 用 方法 等 に っ い て ，保定 の 観点 か ら 検 討 して 臨

床 に 反 映 す る 必 要 が あ る．

　著者 ら は ，日本 人 に 多 い 骨格性反 対咬合症例 に 対 し

て 矯 正 治 療後 の 見解を 確立 す る 目 的 と し て 保定 開始

後，ど の 時期 に， ど の よ う な変化 が 生 じ る の か 把握 す

る必 要 で あ る と考え た、　 今回　初診時，動 的 治 療終

了 時，保定 1 年，保定 3 年お よ び保定 5 年 の 各時点 に

お い て 撮影 した 側 面 頭部X 線規格写真 を用 い て 変化様

相 に つ い て 検討 し た ．

資料 お よび方法

　 1 ．資　料

　資料は，奥羽 大 学歯学部 附 属病院 矯 正 歯科 に 来科 し

た 症例 で 骨格性反対咬合 と 診断 し，Edgewise 装置 と

chin 　cap 裝置 に て 治 療 し た 35症例 （男子 22名，女 子

13名） で あ る．

　男 子 初診時年齢 9 歳 8 カ 月 か ら 11 歳 11 カ 月 （平 均

年齢 11歳 1 カ 月），女 子 初診時年齢 8 歳 5 ヵ 月 か ら 9

歳 3 ヵ 月 （平均年齢 9 歳 1カ 月） で あ る．

　動的治療終了時年齢 は，男子平均 15 歳 1 カ 月，女子

平均 14歳 4 カ 月で あ っ た．

　骨格性反対 咬合 の 基 準 は ，ANB は マ イ ナ ス で あ る
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1．Facial　angle 　2，Mand ．　plane
4・Occ ．　pLane　　5，SNA
8．U1−SN 　　　　 9．GZN

踊．1．LA14
．Ramus 　anghe 　15．Ove 广bite

　 図 1

3．Y．　axi56
．SNB 　　7，U1−FH

10．Gonial　angle
12．L1 −Mand ．　plane 　13．SNP16

．Overjet

側位頭部 X 線規格写真の 計測項目

SN 平 面

ロ 蓋平面

咬 合平 面

顎下 縁平 面

2、∠ Occlusal　plane −Palatal　plane
3．．／ Occlusal　plane−mandibular 　plane

　　 図 2　側位頭 部 X 線規格写真の 計測項 目

　　　　　　　　　　　　　　 （咬合平面）

こ と を条件 に ，− 5．5
°
か ら

一
〇．8°の 範 囲 の 症例 で あ っ

た ．

　抜歯部位 は，．ヒ下顎左右第
一

小 臼 歯 で ，保定期間 に

は ，Begg 　type の 保定装置 お よ び chin 　cap 装置 を使 用

した．

　 2 ，評価方法 （図 1 ，2 ）
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表 1 側位 頭部 X 線規格 写 真の 計測 値

　 　 　 　 　 　 　 　 （初診 時
一

動 的 治療 終了 時）

初 　診 時 動 的 治療 終了 時
計測 項 目

MeanS ．D ． Mea11S ．D ．
t

Facial 　angle 86．93 ，786 ．52 ．5
Mand．　plane 31．34 ．531 ．05 ．5
Y −axis 62，04 ．D64 ．13 ，3　 1　　 1 ＊

Occ．　Plane 13，04 ，810 ．43 ．6　 1 ＊

SNA 80．54 ．28L72 ，7
SNB 8L63 ．68L52 ．6
UIFH 110．47 ．3114 ．35 ．0 ＊

U1 −SN 104．48 ．2110 ，25 ．5 ＊ ＊

GZN 86．86 ．589 ．16 ．3 ＊ ＊

G 〔mial 　angle130 ．45 ．8126 ．17 ，6 ＊ ＊

IJ．　A ． 134，26 ，8131 ．06 ．5
Ll −Mand ．　plane84 ．06 ．883 ．18 ．1
SNP 81．03 ．981 ．93 ．0
Ramus 　angle 80 ．86 ．684 ．56 ．1 ＊ ＊

Overbite 3．32 ．51 ．30 ．7 ＊

Overlet 一2．5o ．92 ，7O ．8 ＊ ＊

＊
：P ＜0，05　

＊＊
：P 〈 0．〔｝1

表 2　側位頭部 X 線規格写真の 計測値

　　　　　　　（動 的 治療終 了 時
一

保 定 1年後 ）

動 的治 療終 了 時 保 定 1年 後
計 測項 目 t

MeanS ．D ， MeanS ．D ．

Facial　angle 86．52 ．588 ．05 ，3
Mand ．　 Plane 31．O5 ，53   ，85 ．8
Y −axis 64．13 ．364 ．23 ．3
Occ．　Plane 10．43 ．69 ．73 ，8
SNA 81．72 ．781 ．52 ．8
SNB 81．52 ．681 ．62 ，9
U1 −FH ll4．35 ．0115 ．24 ．5
Ul −SN llO，25 ．5110 ．46 ．2
GZN 89．06 ，388 ．76 ．0
Gonial　angle 126．17 ．6126 ．57 ．0
1．1．A ． 131．06 ，5130 ．58 ．4
L1 −Mand ．　plane83 ．18 ，183 ．68 ．2
SNP 81．93 ．O82 ．23 ．3
Ramus 　angle 84．56 ，184 ．35 ．8
Overbite 1．30 ．71 ．4 〔｝．8
Overjet 2．70 ．8 2．60 ．7

＊
：p く0．05　

耕
：p 〈 0．01

　後戻 り様相 の 評価方法 は，初診時，動的治療終了時，

保定 ユ年，保定 3年，保定 5年 の各時点 に撮 影 した 側

面頭部 X 線規格写真 を 用 い て ，骨格系 お よ び 歯系の 計

測項 目な ら びに 歯 の位置や 咬合機能 の 回 復 の 指標で あ

る咬 合平面 に つ い て 各時期 に お け る平均値 の 差の 検定

（student
’
t　test）を実施 した．

　咬合平 面 の 計測 項目 は SN 一
咬合平 面角 ， 口 蓋 平 面

一
咬合平面角，下顎下縁

一
咬合平面角で あ る．

結 果

　 1 ．初診時
一

動的治療終了間 の 変化 （表 1）

　 1 ）骨格系

　 Y −axis は ，初診時 62．0
’
，動的治療終 了時 64．r で

2．1
’
O 変化 で ， 5 ％ の 危険率 で 有意差 を認 め た．

　 GZN は，初診時 86．8
’
，動的治療終了時 89．1

“
で 2．3

’

の 変化 で 下顎 の 回 転が 認 め ら， 1 ％ の 危険率 で 有意差

を認 め た ．

　Ramus 　 angle は ，初診時 80．5
ワ
，動的治療終 了 時

84，5
［’
で 3．7nの 変化で 下 顎 の 回 転が 認 め られ ， 1％ の 危

険率 で 有意差 を 認 め た ．

　Gonial　 angle は，初診時 13  ．4“，動 的 治 療終 了 時

126．1
”
で 4．3uの 変化 で 下顎 角 の 狭 小 が 認 め られ ， 1 ％

の 危険率で有意差 を認 め た．

　 2 ）歯　系

　 U1 −SN は 初診 時 104 ．4
°
，動的治 療終 了 時 11〔｝．2eで

5．8°変 化 で ，UI　 FH は 初診 時 11  ．4
°
，動 的治 療終了 時

114．3
°
で 3．9

’
の 変化 で ，と も に 唇側傾斜 が 認 め ら れ ，

1％ お よ び 5 ％ の 危 険 率 で 有 意 差 を 認 め た．

　 Overbiteは 初 診 時 3．3　mm ，動 的治 療終 了 時 1，3

mln で 2．OInm の 変化 で 減少 が 認 め ら れ，5 ％ の 危険

率 で有意差 を認 め た．

　Overjetは 初診 時
一2．5mm ，動 的治療 終 了時 2．7

mm で 5．2mm の 変化 で 増加 が 認 め ら れ，1 ％ の 危険

率 で 有意差 を認 め た．

　以上 に よ り，骨格性反対咬合 の 治療 に よ り骨格系 は

下顎 の 時計回 りの 回 転が 認 め られ た が ，下 顎 骨 の 前後

的変化で は初診時 と 動的治療終了時 を比較 した 場合 は

有意差が 認 め られ る変化 で は な か っ た ．

　歯系 で は 上顎前歯 の 唇側傾斜 が 認 め られ た．

　 2 ．動 的 治療終了 時
一

保定 1年間の 変化 （表 2 ）

　 1 ）骨格系

　上 下 顎 と も に 有意差 が 認 め ら れ る変化 は な か っ た ．

　 2 ）歯 　系

　 上 下 顎 前歯歯軸傾斜 は 有意差 が 認 め ら れ る 変化 は な

か っ た ．

　 以 上 に よ り，骨格系 お よ び 歯系 と も に 有意差 が 認 め

られ る変化 は な か っ た．

　 3 ．保定 1 年
一

保定 3年間 の 変化 （表 3 ）

　 1）骨格系

　 上 下顎 と も に 有意差 が認 め られ る 変 化 は な か っ た．

　 2 ）歯　系

　 U1 −SN は 保定 1 年 110．4
”
，保定 3 年 111 ．9

”
で 1．5°

の 変化 で 唇側傾斜が 認 め ら れ， 5 ％ の 危険率で 有意差

を認 め た．

　Overjet は 保定 1 年 2．6c，保定 3 年 2．2で 0．4
’
の 変

化 で 減 少 が 認 め られ ，5 ％ の 危 険 率 で 有 意 差 が 認 め た．

　 以 上 に よ り，上 下顎骨 の 変化 は な い が，上 顎前歯 の

唇 側 傾 斜 お よ び overjet の 滅 少 を認 め た．

　 4 ．保定 3 年
一

保定 5 年間 の 変化 （表 4 ）
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表 3　側位頭部 X 線規格写真の 計測 値

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （保定 1年一保 定 3 年 後 ）

保 定 1 年 後 保 定 3 年後
計測 項 目 t

MeanS ．D． MeanS ．D．

Facial 　allgle 88，05386 ，93 ，1
Mand ．　plane 3G．85 ．830 ．36 ．7
Y −axis 64，23 ，363 ．93 ．8

Occ．　plalle 9．73 ．89 ．24 ．1

SNA 81．52 ，881 ．92 ．9
SNB 81．62 ．98L62 ，8
U1 −FH 115．24 ，5116 ．56 ．1
UISN llO，46 ．2111 ，97 ，1 ＊

GZN 88，76 ．088 ，95 ．8
Gonial　 angle 126．57 、0125 ．97 ． 
1．1．A ． 130，58 ．4129 ．27 ．9
LIMalld ．　plane83 ．68 ，283 ，87 ．4
SNP 82．23 ．382 ．33 ．1
Ramus 　angle 84．35 ．884 ．45 ．8
Overbite 1，40 ，8 1．31 ．O
Overjet 2．60 ．7 2．21 ．0 ＊

＊
：p ＜ 0．05　

＊．
：p 〈 0．Ol

表 4 側位 頭 部 X 線 規格 写 真の 計 測 値

　　　　　　　　　　（保 定 3 年
一

保定 5年後）

保定 3 年後 保定 5 年後

計測 項目 t
MeanS ．D ． MeanS ．D ，

Facial　angle 86，93 ．786 ．14 ．3
Mand ．　plalle 30．36 ，729 ．76 ．4
Y ．axis 63．93 ．863 ．63 ．7
Occ ．　plane 9．24 ．1 8．93 ，7

SNA 8ユ，92 ．982 ．03 ．2
SNB 81 ．62 ．882 ，23 ．3 ＊

U1 −FH 116 ．56 ，1116 ．45 ．2

U1 −SN 111．97 ．1111 ．75 ．8

GZN 88．95 ．888 ．86 ．8

Goniai　 angle 125，97 ．0124 ，98 ．2

1．1、A． 129．27 ．9128 ．85 ．8
L1 −Mand ．　plalle83 ．87 ．484 ．97 ．5

SNP 82．33 ．183 ．83 ．6 ＊

Ramus 　angle 84，45 ．884 ．16 ．4
Overbite 1．31 ．0 1，2LG
Overjet 2．21 ．0 2．21 ．0

t
：p＜ 0．05　

＊ ＊
：p＜ 〔｝．01

　 1 ）骨格系

　SNP は保定 3 年後 82．3
“
，保 定 5 年後 83．S

°
で 1．5

°

の 変 化 で 下顎 骨 は前 方 移動 が 認 め られ ，5 ％ の 危 険 率

で有意差 が 認 め た．

　SNB は 保定 3 年後 81．6
’
，保 定 3 年 82．2

°
で O．6

°
の

変化 で 下 顎 骨 の 前方移動 が 認 め ら れ， 5 ％の 危険率 で

有意 差 が 認 め た ，

　 2 ） 歯　系

　、ヒ下 顎 前歯歯軸傾斜 は 有意差 が 認 め られ る 変 化 は な

か っ た．

　 以 上 に よ り，下顎 骨 の 前方 移 動 の 変 化 は認 め ら れ た

が ，歯系 で は変化 は 認 め な か っ た ．

　 5 ．動的治療終 了 時
一

保定 5 年間 の 変 化 （表 5 ）

　 1 ）骨格系

　 SNP は 動 的 治 療 終 了 時 81．9’，保 定 5 年 83．S°で

L9
°
の 変 化 で 下 顎 骨 の 前方移動 が 認 め ら れ， 5 ％ の 危

険率 で 有意差 が 認 め られ た．Mand ．　plane は動 的 治 療

終了 時 31．0
“
，保定 5 年 29．7

°
で 1．3eの 変化 で 下顎下縁

平 面 の 減 少 が 認 め られ， 5 ％ の 危 険 率 で 有意 差 を 認 め

た ．

　 2 ） 歯　 系

　 U1 −SN は 動的治療終 了 時 110．2e，保定 5 年 111．7
“

で 1．5aの 変 化 で ，　U1 −FH は動 的 治 療 終 了 時 114．3°，保

定 5 年 116 ．4
°
で 2．r の 変化 で と も に 唇側傾斜 が 認 め

られ、 5 ％ の 危 険 率 で 有 意 差 を認 め た ．

　Ll − Mand ．　plane　l は 動的治療終 了 時 83．1
’
，保定 5

年 84．geで 1．8°の 変 化 で 唇 側 傾 斜 が 認 め ら れ， 5％ の

危険率で 有意差 を 認 め た ．

　 1．1，A は動 的 治 療 終 了 時 131．0°，保 定 5年 128．8
°
で

2．2
°
の 変化で ，上 下顎歯軸傾斜角度 の 減少が 認 め られ，

表 5　側位頭部 X 線規 格写 真の 計 測 値

　　　　　　　（動的治療終了 時
一

保定 5 年後）

動 的治 療終了 時 保 定 5 年後

計測項 目
MeanS ，D ． MeanS ．D ．

t

Facial　 angle 86，52 ，586 ．14 ．3
Mand ．　plane 31．0

π一
D ．D29 ，76 ，4 ＊

Y −axis 64．13 ．363 ．53 ．7

Occ．　plane ／0，43 ．6 8、93 ，7 ＊

SNA 81 ．72 ，7 823 ．2

SNB 81 ．52 ．682 ．23 ，3

U1 −FH ll4．35 ，0116 ．45 ．2 ＊

U1 −SN ／10 ．25 ，5111 ．75 ．8 ＊

GZN 89．06 ，388 ．86 ，8

Gonial　 angle 126，17 ．6124 ．982
1．1．A ． 131．06 ．5128 ，85 ，8 ＊

L1 −Mand ．　plane83 ，18 ．184 ．97 ．5 ＊

SNP 81．93 ．083 ．83 ．6 ＊

Ramus 　angle 84，56 ，184 ．16 ．4
Overbite 1．30 ．7 L21 ，0
Overjet 2．70 ．8 2．21 ．0 ＊

＊
；p く 0．05　

＊＊
：p＜ 0，01

5 ％ の 危険率で 有意差 を認 め た．

　Overjet は 動的治療終 了 時 2．7mm ，保 定 5 年 2．2

mm で 0．5mm の 変化 で 減少 が 認 め られ ，5 ％ の 危険

率 で 有意差 を認 め た．

　Occ．　planeは，動 的 治 療 終 了 時 10．4e，保 定 5年 8．9
で 1．5

°
の 変化 で 5 ％ の 危険率 で 有意差 を認 め た ．

　以 、ヒに よ り，下顎 骨 の 前方 移 動，上 顎 前歯 の 唇 側傾

斜，下 顎 前歯 の 唇側傾斜，Overjet お よ び 咬合平面 の 減

少 と い う変 化 が 認 め られ た．
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degree

20

10

治 療前 動 的 治 療 　　 保 定 1年 後　 保 定 3年後 　 保 定 5年 後
終 了 時

　 図 3SN 一
咬合平面角の 変化

degree

15

5

治療前 動 的治療　 　 保 定 1年 後　 保定 3年後

終了時

図 4　ロ 蓋平 面
一
咬合平面角の 変化

保定 5年後

degree

25

15

治療 前 　　 動 的治療　　 保 定 1年後　 保 定 3年後
　 　 　 　 　 終了 時

　　　　 図 5 咬合平 面一下 顎下 縁 平面 の 変化

保定 5年後

　 6．咬合面 の 変化 （図 3〜 5 ）

　 1）初診時
一

動的 治 療終 了時間の 変化 （表 6 ）

　SN −Occ は 初診時 18．8
°
，動的治療 終 了時 14．2°で

4．6eの 変化 で 1％ の 危険率で 有意差 を 認 め た ．

　NF −Occ は 初診 時 11．6
｛
， 動 的治 療 終 了 時 7．5

」
で

4．lnの 変化 で 1 ％の 危険率 で 有意差 を認 め た．

　Occ−Mand ．　P 初 診 時 18．1
−
，動 的治 療終了 時 21．Oeで

2．9切 変化で 1 ％の 危険率 で 有意差 を認 め た．

　 こ の よ う に 動 的 治 療 終 了 時 に は ，す べ て の 計測項 目

に 有意差 が 認 め られ た．
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表 6 咬合 平 面 の 計測 値

　 　 　 　 　 　 　 　 　 （初 診 時，動 的治 療終 了時，保 定 1 年 ）

初 診時 動 的治 療終 了 時 動 的治 療終了 時 保定 1年後
計 測項 目

MeanS ．D ． MeanS ．D ．
tMeanS

．D． MeanS ．D ．
t

SN − Occ

NF − Occ
Occ ．Mand ．

18，811
．618
．1

4．93
．94
，2

14．27
．521
．O

3．94
．06
．3

＊ ＊

＊ ＊

＊ ＊

14．27
，52LO

3．94
．06
．3

13．86
．821
，4

3．84
．56
，5

＊
：pく 〔）一 5　

＊ ＊
：pく 0，  1

表 7　咬 合平面 の 計測値

（保 定 ／年、保 定 3 年，保 定 5 年 ）

保 定 1年後 保定 3 年後 保定 3 年後 保定 5 年 後
計 測項 冂

MeanS ．D ， MeanS ．D ．
tMeanS

．D ． MeanS ．D ．
t

SN − Occ
NF − Occ

Occ　 Mand ．

13．86
．821
．4

3．84
．56
，7

13．05
．721
．4

3．84
．06
，6

＊

13．05
，721
，4

3．84
．06
，6

12．75
．221
．3

3．93
．46
．4

＊
：p く 0．05　

＊＊
：p ＜ 0．Ol

　 2） 動 的治 療 終了 時 一
保定 1 年間 の 変化 （表 6 ）

　 SN −Occ，　 NF −Occ ，　 Occ −Mand ．　P の す べ て の 計測

項 目 に 有 意 差 が 認 め られ な か っ た．

　以、ヒよ り，動的治療終 了 時 か ら 保定 1 年間 で の 咬合

平 面 は安 定 して い た．

　 3 ）保定 1 年
一

保定 3 年間 の 変化 （表 7）

　 NF 　Occ は保 定 1年 6．8
：
，保 定 3年 5．7

’
で ，1．r の 変

化で 減少 し， 5 ％の 危険率 で 有意差 を認 め た ．

　以 上 よ り，保 定 1 年 か ら保 定 3年 間 の 咬 合 平 面 の 変

化 は，NF −Occ に お い て 有意差が 認 め ら れ た が ，そ の

他の 項 目で は 有意差 は 認 め な か っ た．

　 4 ） 保 定 3 年
一

保定 5 年間の 変化 （表 7 ）

　 SN −Occ ，　 NF −Occ ，　 Occ −Mand ．　P の す べ て の 計測

項 目に 有意差 は 認 め られ な か っ た ．

　 以．ヒよ り，保定 3 年 か ら保 定 5年 間 の 咬 合 平 面 は安

定 して い た．

考 察

　 1 ．研 究 資 料 に つ い て

　本研究 で 用 い た 資料 は，奥羽 大学歯学部附属病院矯

正 歯科 に 来科 した 症 例 の う ち，骨格性反対咬合 と診断

し，Edgewise裝置 と chin 　cap 裝置 を用 い て 治療 し た

35症 例 で ，chin 　cap 裝 置 は，保定 時 に お い て も継続使

用 した．

　評 価 は ，全 症 例 数 が 35症 例 で ，比 較 的 少 数 例 で あ り，

男 女 を比 較 して 検討 し た 場合 に 男子症例数 と 女子症例

数 が 異 な るた め に，男女 を同
一

集団 と し て と ら え て 統

計学的 に 検 討 し た．

　選択基準 は前歯部反対咬合 を呈 して い て ANB はマ

イ ナ ス で あ る こ と を条件 に ，そ の 範 囲 は
一

〇．8
°
か ら

一5．5
°
で ，抜歯部位 は 上 下 顎 左右第

一
小 臼 歯 の 抜歯 症

例 を選 択 し て ，骨格性反対咬合 の 治療後 の 変化 お よ び

後戻 り に つ い て 検討 し た．

　矯正 治療 は ，種々 の 不正 咬合 に 対 し て 動的治療終了

時 の 状態 を長 期 に 維持 す る こ と が 望 ま し く，こ の 状 態

を維 持 す る の は長期 に わ た る 管 理 が 必要 で あ る が，そ

の 研究 に 関 す る報告 は比 較 的 少 な い ．そ して，動 的治

療 終 了 後 の 状 態 を維持 す る に は ，動的治療終了 後 に ど

の よ う な変化が 生 じ て ，そ の 後，どの よ う な対応 を す

る こ とが 望 ま しい の か を保定 の 観点 か ら見解 を確 立 す

る 必要が あ る．

　 また，こ の 保 定 の 問題 を最 重 要 課 題 と して と ら えて ，

矯 正 歯科治療 に 反映 し て 確立 し た 医療 に 導 く こ とが 診

断 お よ び 治 療 法 に 有 効 と考 え る．こ とに ，日本 人 に 比

較的多 く認 め ら れ る 反 対咬合 の 治療 に つ い て は，動的

治 療 お よび 保 定 を一
括 と し て 治 療 指針 を 確 立 す る必 要

が あ る ．

　 本 症 例 に 用 い た装 置 は，Edgewise 裝置 と chin 　 cap

裝置 を 用 い て 治療 を 実施 し た が，chin 　cap 裝置 に つ い

て は動 的 治 療終 了 後 に も使 用 し た．chin 　cap 裝 置 の 使

用 は，骨格性反対咬合で あ る の で ，動的治療終了後 の

成長 を 考慮 して 保定時 に も使 用 す る こ とが 必 要 と判 断

し た．

　保定 装 置 は，Begg 　type を使 用 し て，使 用 期 間 は，

動 的治療終 了 後約 2 年 で あ っ た ．

　今 回，側位頭部 X 線規格写真 を用 い て ，動的治療終

了 時 か ら保定開始 5 年後 の 各 時 期 に どの よ うな 変 化 が

ど の 時期 に生 じ る の か を検討 し た ．

　 2．各 時期 に お け る 形 態 変 化 （表 1 ）

　 1 ）初診時
一

動的治療終了時間 の 変化

　 動 的治 療 終 了 時 の 変 化 に つ い て，酒 井 ら
9｝は，長 期 に

chin 　cap 装置 を用 い た 真性下顎前突者 の 治療 で ，前歯

が 被蓋改 善 した の は下 顎 で は 下 顎 骨 の 遠 心 移 動，後方
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回転，下 顎 前歯の 舌側傾斜 お よ び．ヒ顎 骨 の 発 育促進，

上 顎前歯 の 唇側傾斜 の 所見 が 得 ら れ た と 報 告 し て い

る．

　本研究 に お い て も，被蓋 改善 に よ り治療開始時に は

下顎骨 の 後方移動を し た もの と 思 わ れ る が，平均動的

治療期間 が，男子 3 年 4 ヵ 月，女 子 4 年 6 カ 月 で 比 較

的長期 の 治療 の た め に ，治療期間 に 下顎骨 の 成長 が 前

下方へ 認 め られ ， SNB ，
　SNP は初診時 と比較して前後

的位置 が 有意差 が 認 め られ な い 位置 で あ る と推察 し

た．し か し，Y −
axis に つ い て は，初診時 と比較 して 有

意差が 認 め られ た こ と は，被蓋 改善 に よ っ て 成長の 方

向が 変化 した もの と推察 した ．

　山 口 ら
1°）は，下顎骨 の 前後的位置関係が 初診時 と動

的治療終 了 後 の 期間 で 比較 して，下顎骨 の 前後的位置

関係 に 変化 が
．
認 め られ な い の は，混 合歯列 期 に 早期 に

被蓋改善 した こ と が 改善後 の 成長発育 に 良好 な影響 を

与 え た もの と報告 して い る．ま た，下顎骨 の 前後的位

置関係 に つ い て 初診時 と 動的治療終了時 と 比較 した 場

合 に 有意差が 認 め られ な い の は，山 口 ら
11 〕は，chin　cap

装置 の 使用が 動的治療中お よ び 終了後の 成長発育 を あ

る程度 コ ン トロ
ー

ル し て い た もの と報告 し，本研究 の

結果 も同様 で ある と 推察 した ．

　 ま た，下顎 骨 の 回転は認 め られ た が，下 顎 下 縁平 面

を維持 して い た の は 被蓋改善時 に は 下顎後縁 お よび 下

顎下縁平面 は 後下方回転 を伴 う変化で あ る と思 わ れ る

が，動的治療 中に 下顎骨 の 位置 は 初診時の 下顎下縁平

面 の 状 態 に 回復し，こ の 変化 が 咬合の安定性の維持 に

関与 した もの と推察 した ．

　著者 ら は，反対咬合 症例 の 基 本的 な 治 療 の 考え 方 は

早期 に 被蓋改善 を実施す る こ と が 第
一

の 治療 と考 え

る．そ し て，骨格性に起因 す る場 合は，被蓋 改善後 の

成長発育 に 対す る 治療 が ポ イ ン トで あ り，あ る程度

chin 　cap 装置 に 依存し た 治療が 必 要 と考え る．

　 また，歯系 は 上顎前歯 の 唇側傾斜，overbite ，　overjet

に 変化 が 認 め られ た，本研究 の 被蓋 改 善 は，下顎前歯

に よ る有意 な 変化 で は な く，主 に 上 顎前歯 の 歯軸が 唇

側 に 変化 し た こ と に よ り被蓋 が 改 善 され た も の と推察

した．

　 2） 動 的 治 療終了 時
一

保定 1，保定 3年 お よ び保定

　　　 5 年間 に お け る変化 （表 2 〜 5 ）

　 山凵 ら
’°・’1）は，保定 1年後お よ び 3年後 の 後戻 り変

化 に 関す る研究 で は ，動的治療終了時 か ら保定 1年間

の 変化 で は，下 顎 骨 の 前方移動 が 認 め られ た と報告 し

て い る．

　 本研究の 保定 1年後 は，下 顎 骨 の 前方移動 は認 め ら

れ ず，セ フ ァ ロ 分析 で は骨格系お よ び 歯系 の すべ て の

計 測 項 目 に有意差 が 認 め られ な か っ た．

　 以上 よ り，動的治療終 了 時 に お け る下顎 骨 の 位置 が

保定 1年後 に お い て も安定 して い た の は，過剰 な成長

発育 を 示 さ ず被蓋 改善後 の 咬合 が 骨格形態 に 適 して い

た も の と推察 した．
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　保定 1 年 か ら保定 3 年後 の 期間で は，骨格系 で は上

下顎 の 変化 が 認 め ら れ ず安定 して い た ．こ の 期間 も保

定 1年後 と同様 に 骨格形態 に 適 した 咬合 関係が 得られ

上 下 顎 が 安定 して い た．そ して ，下顎骨 に つ い て ，下

顎 の 回転 は 0，1
°
の 時計回転 お よ び

’
ド顎 角は 保定 1年

後 か ら 3年後 の 期間 に 僅 か O．6
°
の 減少 で あ る こ と は，

成長方向 は 時計回 りで は な く僅 か な前方移動 で あ っ た

こ と が 後戻 り を誘 引す る 変化 で は な い も の と推察 し

た．

　歯 系 で は ，上顎 中切 歯 は 1．5
°
の 唇 側 傾 斜 お よ び

overjet に 有意差 が 認 め られ る変化 で あ っ た．

　上顎中切歯 の 変化 と overjet の 後戻 り の 関連性 に つ

い て，Lindquist’2〕，　Nancei3〕，長谷川
7）
は，白人 の Angle

II級症例 の overjet の 後戻 りは 下顎前歯 の 後戻 りで あ

る と報告 して い る．

　小澤 ら
コ4）は，動的矯正 治療終 了 後 の 前歯部被蓋 の 安

定性 に関す る報告 で，上顎前歯 の後戻 りが overjet に

変化 を も た ら した もの と報告 して い る．長 谷 川
7 ）は，日

本人 女子 上顎前突症例 を資料 と す る 報告 で 上顎前歯 を

治療中大 き く舌側移動 させ た 症例に お い て，保定中 に

唇側移動 しや す く overjet が 不安定 に な る と報告 し て

い る ．

　 本研究 で は 上顎前突症例 で は な い が ，動的治療 に よ

り上 顎前歯 を 唇側移動 お よ び下 顎 前歯 の 舌側移動 に

よ っ て 咬合 を 獲得 した．

　 また ，歯系 は ， 咬合 を維持の た め に 下 顎 骨 が 顕著 な

骨格的 な 変化 を示 さ ない 場合 で も，咬合維持 の た め に

上 下前歯 の 歯軸 が変化 す る もの と推察 した．そ し て，

3年後 で は、ヒ顎中切歯 の 歯軸変化が 唇側傾斜 と して 現

れ，こ の 変化 が overjet の 変化 に 影 響 を 与 えた も の と

推察 した ．

　 保定 3年か ら保定 5 年後は，骨格系で は，SNPSNB

に お い て 有意差 が 認 め ら れ，下顎骨 の 前方移動 の 変化

が 認 め られ た．この こ とは 骨格性反 対咬合の 治 療 で は

治療 の 開始時期 お よ び 動的治療終了後 も成長 を 把握 す

る必要性 を示 唆 し て い る．須 佐美 ら
15）は，下顎前突 の 治

療 に あた っ て は 時期 を失 しない 早期治療を痛感 し，永

久中切歯 が 萌 出 し ， 側 方歯群が 交換中 とい う時期 まで

に 治療 を開始すべ きで あ り，と くに 身長 の 伸 び の 著 し

い 思 春期 ， 女 子 11〜13歳，男子 13〜15歳 に は顎態 ま

た，よ り prognathic と な る こ とか ら治療 を実施 すべ き

で と報告 し て い る．

　 本研究 で は，動的治療終 了平均年齢男子 15歳 3 カ

月 ， 女 子 14歳 4 カ 月 で あ り思春期性 の 成長発育時 に 動

的治療 が 終了 して い る．

　 こ の 保定開始 3年か ら保定開始 5年後 に お い て も下

顎骨 が 前方 へ の 成長 が 認 め られ た こ と は骨格性 に 起 因

す る不 正 咬合は 長期 の 成長変化 を把握 す る こ と が 必要

で あ る と推察 した ．

　 そ し て、保定期間中に お け る成長を含 め た 下顎骨 の

前方移動 に 対す る 矯 正 医 の 対 応 は ， 現在 の 段階 で は
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chin 　cap 装置 の 使用 を第
一

に 考え ざ る を得な い ．土川

ら
16♪

は chin 　 cap 装置 の 使用 に 対 す る 患者 の 協力度 に

つ い て，と くに 男 子 に お い て は 永久 歯咬合形成 が 終了

した 後 に も下顎骨 に は か な りの 残余成長 が 認 め られ る

場合が 多 く，chln 　cap 装置装着 に 対 す る 患者協力度 の

低下 が 再 び 不良 な 咬合を惹起す る傾向が 強 い と報告 し

て い る の で長期 の使 用 を 必 要 と思 う．

　骨格性反対咬合 の 後戻 りは，下顎骨 の 成長 が 関与 す

る の で，chin 　cap 装置 を使用 し て前方方 向へ の 成長 を

下方方向 に 変換す る必要が あ り，本装置 が 有効 に 作用

す る もの と 考 え る．

　動 的 治療終 了 時 か ら保 定 5 年後 は，骨 格 系 で は

SNP ，　 Mand ．　plane に有意差 が 認 め ら れ よ う に下 顎 骨

の 前方 移動 と下顎 下縁平面 の 減少 の 変化 が 認 め ら れ

た． こ の よ うに 頭部 X 線規格写真 を 1年 な い し 2年 の

短期間 で 評 価 を した 場 合 に は ， 骨格系 お よ び 歯系 と も

に 僅 か な変化で あ るが ，動的治療終 了 時 か ら保定 5 年

の 2 時点 で 評 価した 場合 は ， 骨格系お よび 歯系 と もに

顕著 な 治療後の 変化が 認 め られ た ．

　 こ の 期間 の 場合 に は，下 顎 骨 は 時計回 りの 回転 で は

な く，下顎下縁平面 は 有意差 が 認 め られ る減少 を示 し，

前方 に 移動 し て い る こ とが 特徴 で あ る．

　下顎骨 の 変化 に つ い て ，矢野
17）

は 下顎前突 の 予後 に

関 す る 研究 で ，治療後 に 下 顎 骨 が 前方 に 発育 した 場合

に は 再治療 を 要す る 症例 が 多 く，不安定 で あ る の は

forward 　type で あ る と報告 して い る．

　本研究 よ D，成長 に 関 して は 不確定な要因で あ るの

で 骨格性反対咬合 に お け る下 顎 骨 の 成長 に つ い て は ，

動的治療 お よ び保定期間を 1 年 ご と に 観察 し て，予測

さ れ る 場合 に は chin 　cap 装置 を 動 的治療終 了 後 も積

極的 に 使用 を進 め る こ とが 必要 と 考え る．

　歯 系 に お い て は 上顎前歯 の 唇 側傾斜，下顎 前歯 の 唇

側傾斜 お よ び overjet の 変化 が 認 め られ た．被蓋改善

に よ り上 顎前歯 は 唇側傾斜，下顎 前歯は舌側傾斜 の 変

化 を示 し た が ， 保定開始 5年 で は 下顎前歯 の 唇側 へ の

後戻 り が 認 め ら れ ，こ の 後戻 りが overjet の 減少 に 関

与 し た もの と推察 し た．ま た，上顎前歯 の 唇側傾斜 は，

咬合 を 維持 す る た め の 保定期間 の 変化 で あ る も の と推

察し た．

　小 澤 ら 14 ）
は overjet の 平 均後戻 り率 は 23．6％ で，

overjet の 後戻 りは 主 に 上 顎前歯 の 後戻 りに よ る と 報

告 し て い る．ま た ，overjet の 後戻 りを 防止 す る に は ，

垂 直 的保定管理 に 注意す る必要 が あ る と述 べ て い る の

で ，動的治療時 か ら垂 直的 な 力系 を 考慮 した 治 療 を実

施 す る必要が あ る と推察 した．

　 3 ．咬合面 の 変化 （表 6 ，7 ）

　咬合平 面 に つ い て ，
Lauritzen ’8） は すべ て の 構 成部

分 を 完全 な 状態 に 保持 し て ，す べ て の 必 要 な生 理 的機

能 を 果 た す もの を理 想咬合 と定義 して い る．Schudyig）

は 矯正 学 の 立 場 か ら，成長発育期 に お け る咬合平 面 の

角度 は，下 顎 関節頭 の 縦 の 発育 と上 下顎大臼歯部 の 縦

の 発育 と の 割合 に よ っ て 決定 さ れ る と報告 し て い る．

また，咬合平 面 は，骨 格形 態，顎 運 動 様式 お よび 形 態

が 受け る環境 に よ っ て 変化す る こ と が 示 さ れ て い る の

で，矯正治療 に よ っ て 獲得 さ れ た 咬合平面 が 時間的経

過 に よ り，どの よ うに 変化す る の か を把握 し，後戻 り

を評価 す る重要な 基準平面 と考 え る．

　 1） SN 一
咬合平面角

　 Tweed2 °〕
の 主張す る Tweed 三 角 の 理論 は，形態を

改善 す る う え で 非常 に 重 要 で あ り，そ の 誘導技術が 治

療後 の 顔貌を決定す る大 き な要因 に な る と報告 し，咬

合平 面 の 重 要性を述 べ て い る．和 田
21 ）は ，実際 の 矯正 臨

床 に お い て 咬合平面 を変化 さ せ ず に 治療 を行 うこ と が

可 能 で あ ろ うか と疑 問 を抱 き ， そ し て ， 咬合平面 の 角

度 は，治療 に 伴 い 二 次的 に 決定 さ れ る こ と が 多 く，最

も端的 に咬合平面 の 変化 と結び付 くの は，口 腔内ゴ ム

の 使用で あ る と報告 して い る ．Sherman ら22）
は，矯正

未治 療 の CLLCLII の 咬合平 面 を 調 べ た と こ ろ経

年的 に 反時計 回 りの 回転 が 認 め られ た と 報告 し て い

る．

　鈴村 ら
23 ｝は ， SN 一

咬合平面角 は各 ク ラ ス 保定終了後

3年 の 値 は 治療開始時の値よ り も有意 に 小 さ く，不 正

咬合 の タ イ プ に よ る 違 い が あ る もの の SN 一
咬合平面

角 は 経年的 に減少傾向 に あ る と報告 して い る．

　本研究 で は ， SN 一
咬合平面角 は初診時 か ら動的治

療終 了 時 の 期間 で は，明 らか な 減少 を示 し ， 有意差 を

認 め る変化 で あ っ た．ま た，動的治療終了時か ら保定

1年，保定 3年，保定 5 年で は 時間的経過 に伴い 有意

差 は 認 め られ な い が 減少 した 傾向 は 鈴村 らの 報告 と同

様 で あっ た．

　 そ して ，SN 一
咬合平面角 は 動的治療時 に III級 ゴ ム

を使用 した 場合 に は，鈴村 ら
23 ，

は，上 顎 臼歯の梃出 に よ

り ， 咬合平面 は反時計回 り に 回転す る と報告 し，反対

咬合 で は，SN 一
咬合平面角が 減少 す る メ カ ニ ク ス で

治療 で あ る と して い る．こ の 治療 の メ カ ニ ク ス の 違 い

に よ っ て 咬合平面 は異 な る変化 を 示 す の で，治療開始

前 に 骨格形態 に 適した 咬合平面 の 角度的基準 を 設定す

る 必要 が あ る と考 え る．

　 本研究で は SN 一
咬合平面角 は，保定 1 年後 か ら 5

年後 の 期間 で は約 13
［
の 角度 で 維持 し て い た こ と は，

こ の 咬合平面角が 本研究の 骨格形態 に 適 し，指標 とす

る 角度 と して と ら え る必要 が あ る もの と推察 した．し

か し ， 僅 か で は あ る が SN 一
咬合平面角 は変化 して お

り，こ の 変化 を骨格系お よ び咬合 を維持 す る た め の許

容可能な 生 理 的現象 と し て と ら え る の か ， ま た ， 後戻

り変化 を生 じ さ せ る変化 と して と ら え る の か は 結論 を

得 る こ とは で きな い が ， 変化 が ど の 時期 ま で 及ぶ の か

を観察 して 結論 を導 き 出 す こ と が 今後 の 課題 と考 え

る．

　 2 ） 口 蓋平面
一

咬合平面 お よ び下顎下縁
一

咬合平面

　　　角

　 鈴村 ら
23）

は 口 蓋平面
一

咬合平面角 に つ い て ，治療開

N 工工
一Eleotronio 　Library 　



Japanese Orthodontic Society

NII-Electronic Library Service

Japanese 　Orthodontio 　Sooiety

始時 と そ の 後 の 各 ス テ
ージ と の 間 で 平均値 の 差 の 検定

を行 う と，CL　I，CL 　II群 で は保定終了 後，　CLIII群で

は保定開始時以 降，有意 に 小 さ い 値 を示 した と報告 し

て い る．

　本研 究 で は，口 蓋 平面
一

咬合平面 は SN 一
咬合平面

角 と同様 に 初診時か ら 動的治療終 了 時 まで に 統計的 に

有意 に減少 し た．ま た，各時期 の 推移 を み る と減少 し

て い く傾 向が あ り，特 に 保定 1 年後か ら 保定 3 年後 に

お い て は有意差 が 認 め られ る変化 で あ っ た．

　 口 蓋 平面
一

咬合平面角 は 保定 1 年後 か ら保定 3 年後

の 時期 の 1．1°の 変化 は そ の他の 時期 と比較 して，最 も

大 き な値 を 示 して お り，明 ら か な 治療後 の 変化 で あ る，

また，SN 一
咬合平 面 角 に お い て も保定 1年後か ら保

定 3年後 の 時期 に お い て は有意差 は 認 め られな い が，
O．8

°
の 変化 を示 し，そ の 他 の 時期 と は 異 な り大 きな 変

化 を示 した．こ の こ とよ り，咬合平面 は上 顎骨 と連動

した 動 きで あ る と推察 した ．

　下顎 下縁
一

咬合平面角 に つ い て ，鈴村 ら は，下顎下

縁
一

咬合平面角 に つ い て 有意差 が 認 め ら れ た の は，CL
II群 の保定終 了 後 3年時の み で あ り ， CLLCLIII 群

に お ける 咬合平面 の 変化 は，下顎 の形態変化 を伴 う も

の で は な い こ とを 報告 し て い る．

　本研究 で は ，下顎下縁
一

咬合平面角が 口 蓋平面
一

咬

合平 面 角お よ び SN 一
咬合 平 面角 とは 異 な り動的治療

終了時 に は，初診時 よ り増加 す る値 を示 した の は，臼

歯の梃出 に よ り SN 一
咬合平 面角 の 減 少，下顎下縁

一
咬合平面角 の 増加 に よ り，顎顔面形態 お よび ド顎 ド

縁平面 に 対 し て適 切 な 咬合 平 面 と して 形成 され た も の

と推察 した ．

　 そ して，下 顎 下縁
一

咬合平面角 は ， 保定 1 年，保定

3 年，保定 5 年 の 各時期 に 変化 が 認 め られ な い の は，

矯 正 治療 に よ っ て 形成さ れ た 下顎 下縁
一

咬合平面が 骨

格形態 に 適 した もの と推察 した ．

　 ま た，鈴村 ら
23 ）

の 報告 とは 異 な り， 動的治療終了時 に

は初診時 と比較 し て 有意差 が 認 め られ た の は，治療 に

伴 い 口 蓋平 面
一

咬合平 面 角お よ び SN 一
咬合平 面角 と

連動す る よ うな変化 で あ る と 考 え る．そ して，咬合平

面 は 矯正 治 療 に よ っ て 必 然 的 に 変化 して 骨格形態 に 適

した 咬合平面 を形成 さ れ る こ と が 後戻 りの 防止 に な る

もの と推察 す る．

　本 稿 の 要 旨 の
一

部 は，第 51 回 日本矯 正 歯科 学 会 （平 成 4

年 10月 14 日，大宮）に お い て 発表 した ．

　本研 究の
一

部 は平 成 7年 度 文 部省 科 学研 究 費 （
一

般 研 究

CO6672066 ）の 補助 に よ る．
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